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こで, 本稿では, インフォーマルな資源の可能性のひとつとして, 仲間関係を取り上げ, 特
に育ちの過程で仲間関係を形成する学校という場に焦点をあて考察したい。
75
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[共同研究：グループホームの総合的研究（Ⅲ)]








活の質を高めるため「Natural supports」｢Circle of support」の重要性が記載されている1,2)｡
「Natural supports」とは, 公的なサービスではなく, 地域内に作られる利用者の個人的な
人間関係で,「家族関係, 近隣およびコミュニティの多様性を反映する交友関係, 地域の学














れる, 受容されている, という実感をもつことができなければならない。つまり, 場所その
ものが問題でなく, その場所で展開される他者との関係をどう認知し, 感じるかが大きく影
響するため, 同じ場所であっても, 居場所となったりならなかったりする。また, 客観的条
件には, 関係性と空間性がある。居場所となるためには, 自身のありのままをそこにいる他
者が受け入れ, その人に共感し, 理解しているということを示している関係性が必要となる。
自己肯定感や安心感などは他者との関係の中から生まれ, 他者からの承認, 受容, 肯定的評
価があってこそ, 実感できる。このような受容され, 肯定される他者との関係は一定の空間









そのため, 例えば施設に入所していた障がいのある人が, 地域で自立生活を始めるので, 住
居の近くの人とすぐに友達になりたい, といっても簡単にはいかないだろう。子どものころ
から地域の学校に通い, 多くの子どもたちと出会う機会が必要である。そして, その出会い










































5）小石寛文1995「人間関係の展開」小石編『児童期の人間関係』培風館 p. 7 （学童期の友人関係に
関する理解と自他の観点を関係づける能力の発達段階の表より抜粋）





























の仲間がいるからこそ, 親から離れ, クラス社会, 学校社会で仲間と一緒にやっていきたい,





























が必要であり, そこで築かれる人間関係は, お互いを肯定し, 尊重できる関係とならなけれ
ばならない。
人間関係を作るうえで, 社会的認知や帰属過程, 社会的動機, 社会的態度といったものが
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9）安原佳子・安藤忠 2004「知的障害がある子ども（ダウン症児）の就学状況について」『福祉臨床





















て支援できる立場の人というと, まず, 教員であり, 教員の立場では, 仲間関係を上から
「教える」ことになってしまいがちである。教員がそのつもりはなくても, 子ども側からす
ると教えられたり, 押し付けられたりすることになってしまう。仲間関係は, 同等であるが













































































受 験 者 数 合 格 者 数
男 女 男 女 計
Ａ校 2 0 2 0 2
Ｂ校 4 0 2 0 2
Ｃ校 4 1 1 1 2
Ｄ校 3 2 0 2 2




授業内容, 支援体制など多くの課題が出されてきたが, ここでは, 仲間作りを中心にみてい
く。
この調査期間中, 知的障がいのある生徒がクラスやクラブなど他の生徒とのかかわりの中
で, 自立心や社会性, コミュニケーション能力など, 様々な成長を見せているという各校担
当者の共通の意見が出されている16)。個別の指導計画にその目標が組み込まれていたわけで




















































知的障がいのある生徒が高校生活の中で関わる人は, 生徒, 教員, 教員補助員, 養護教諭









































































Community living supports for people
with intellectual disabilities
Peer group relationships as informal resources
Yoshiko YASUHARA
Community living for people with intellectual disabilities requires the organization of serv-
ices and also help and support. Especially, public services are necessary for them to live in the
community. However, services alone are minimal here in Japan. Therefore, it is important that
they also have ample informal supports in order to enhance the quality of their lives.
One of the most effective informal supports is relationships built among peer groups－includ-
ing people with and without disabilities－in their childhood and adolescence.
Their peer group provides various supports for them when needed, and enhances their quality
of life by providing a richer variety of options for their everyday lives.
